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口之津小学校 学校だより 

希望の丘から 
希望の丘で本物の口之津っ子を育てます。 

令和４年５月 18 日  

第３号 

校長 本村 英治  
学校だより「希望の丘から」は、
校歌の歌詞「希望の丘の学舎
は」から表題にしました。口之
津っ子の成長をお伝えしてい
きます。  

次の目標は運動会 練習が始まっています 

 大型連休中は、交通事故や感染症拡大の報告がなく、ほっとしているところで

す。ご家庭や地域でのご指導やご配慮、ありがとうございました。教育活動が滞

ることがなく、次の全員の目標である「運動会の成功」へ進むことができます。  

今年度の運動会についても、感染症拡大を防ぐ

ため、内容や時間、参観の制限を設定させていた

だきました。保護者・地域の皆様のご理解とご協

力に感謝いたします。  

運動会のスローガンは、次のとおりです。 

「心を一つに 最後まで 笑顔でがんばるぞ」 

代表委員会において、子どもたちの総意により

決定されました。「心を一つに」「最後まで」「笑顔で」の言葉に子どもたちの

願いが込められています。練習期間から本番までを通じ、協力すること、あきら

めず努力すること、楽しんで取り組むことを指導していきたいと考えます。 

多くの方に子どもたちの躍動の姿を見ていただけないことは残念ですが、ご家

庭や地域に元気を与えられたら何よりです。  

今日も応援の練習の声が校舎内や体育館に響いています。  

学校三師のご紹介 

遅くなりましたが、子どもたちの健
康面で大変お世話になる学校三師の先
生方を紹介します。 

 

学校医   哲翁病院  哲翁和博先生 

学校歯科医 みわ歯科  中尾美和先生 

学校薬剤師 健康堂薬局 永野拓慎先生 

学校敷地内での事故防止のためにご協力を 

先週は、雨の日が多く、それも強く降る日もありました。
荒天で児童の送迎をされる車も多かったのですが、校舎前
まで車を乗り入れされることで、登校する児童と交錯する
場面も見かけられました。  

文書でもお願いしていたとおり、緊急の場合やけが、病
気以外、運動場山側駐車場の利用をお願いします。また通
学路中途で乗降される場合は、安全な場所でお願いします。  

子どもたちの登下校の安全は、保護者・地域の皆様のご協力を得て保たれてい
るところです。引き続き、よろしくお願いします。  
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学習用端末の活用を進めています 

国のＧＩＧＡスクール構想により、現在４年
生から 6 年生の子どもたち一人一人に学習用端
末（タブレットパソコン）が配備され、活用し
ています。今月中には１年生から３年生にも端
末の配備が完了する予定です。 

今後、ＩＣＴ機器が学校の教育活動にとって
必要不可欠な時代に入ります。学校は、これま
での学校教育のよさを継承しながら、新しい時代を生きる子ども達を育成しなけ
ればなりません。個別に最適な学びを進め、協働的な学びを進めるための重要な
ツールが学習用端末になります。  

教職員の研修においても学習用端末の活用を大きな柱として進めているところ
です。次のような姿をめざしていきます。  

①発達段階に応じた授業での日常的な活用（ふだんづかい）  

②端末の適切な活用により、「進んで学ぶ」授業への転換  

③端末の家庭への持ち帰りと非常時の遠隔（リモート）授業の実施 

④ＩＣＴの活用能力と併せて、情報モラル教育を進め、望ましい使い方の習得 

今後、高学年へのデジタル教科書の導入やタブレットドリルの活用も予定して
います。家庭への持ち帰りもしていきますので、ご協力をお願いします。特に目
的外の使用や長時間にわたる使用についてはご配慮ください。  

婦人会の皆様が、学校の環境美化にご協力いただきました 

本校は、実に多くの方に支えられています。先日、婦
人会の皆様に来校いただき、学校敷地の周辺の除草やひ
まわりの苗の定植をしていただきました。  
「環境は人を育てる」といいます。校門前の坂道を毎

日通る子どもたちにとって、必ず心の栄養となります。
雨上がりの蒸すような気候でしたが、きれいに定植して
いただきました。ありがとうございました。  

適切な負荷 

毎朝、登校の指導をしていますが、登校を指導してくださっている学校評議員
の平さんや林先生、荒木さんとお話する機会があります。子どもたちと一緒に、
毎日、学校前の坂道を登ってくださいますが、その折、平さんが「これくらいの
負担が体によいのですよ。」というお話をされました。 

考えてみれば、学校の教育活動はすべて、子どもたちに適切な負荷を与えつ
つ、子どもの成長や変容を図っている営みです。授業におけるめあても学校行事
における役割も家庭学習もすべてそうです。それは、子どもたち自身の力で乗り
越えられる、計画的で個に応じた負荷です。それを克服してこそ、子どもたちの
本物の力が身に付くと考えます。 

子どもたちが乗り越えようとがんばっている機会を損なわず、見守り、応援し
てくださると幸いです。  


